
令 和 ６ 年 ３ 月 １ ３ 日 

FAVA ワンヘルス福岡オフィス 

 

藏内 勇夫 アジア獣医師会連合（FAVA）会長が次期世界

獣医師会長に選出されたことを知事、議長に報告します。 
 

藏内 勇夫 アジア獣医師会連合（FAVA）会長は、４０年以上にわたり、ライフワー

クとしてワンヘルスの推進に取り組んでまいりました。 

この度、世界獣医師会において、2026年-2028年が任期の次期会長選挙が実施され、

藏内会長は、「Covid-19 を経験した今こそ、世界中の獣医師が連携して、地球が抱え

る様々な問題に取り組んでいかなければならない」という強い使命感並びに「世界に

もっとワンヘルスを広げたい」という思いから、同会長（任期：2026-2028 年）に立

候補しておりました。 

この度、この選挙戦を勝ち抜き、藏内会長が次期世界獣医師会長に選出されました

ので、服部知事及び香原議長にその報告を行います。 

 

記 

１ 日時 

 令和６年３月１５日（金）１４：１０～１４：４０ 

 

２ 場所 

 福岡県庁 ８階 特別会議室（福岡市博多区東公園７－７） 

 

３ 訪問者 

アジア獣医師会連合（FAVA）会長 

公益社団法人日本獣医師会会長 
藏内
くらうち

 勇夫
い さ お

 

 

４ 同行者 

自民党福岡県議団会長 松尾
ま つ お

 統
とう

章
しょう

 

自民党福岡県議団幹事長 中尾
な か お

 正幸
まさゆき

 

福岡県議会ワンヘルス・地方分権等調査特別委員

会委員長 
秋田
あ き た

 章二
しょうじ

 

公益社団法人福岡県獣医師会 会長 草場
く さ ば

 治
はる

雄
お

 

公益社団法人福岡県獣医師会 副会長 野原
の は ら

 隆士
た か し

 

 

５ 対応者 

福岡県知事 服部
はっとり

 誠太郎
せいたろう

 

福岡県議会 議長 香原
こうはら

 勝司
か つ じ

   ほか 

 

６ 次 第 

（１）出席者紹介 

（２）藏内会長から次期世界獣医師会長選出の報告 

（３）知事お祝いの言葉 

（４）議長お祝いの言葉 

（５）歓談 



（６）記念撮影 

 

７ 世界獣医師会について 

（１）目的 

獣医学の向上に係る研究の推進、獣医学的知識に基づく人間のための安全な環

境の保全を図るとともに、獣医学研究者間の学術交流と親睦を推進することを目

的とする。 

（２）設立 

1863 年ドイツ・ハンブルグにて設立、第 1 回総会を開催 

（３）所在地：  

事務局は、現在、ベルギーのブリュッセルとして登録されている。 

（４）会員数 

  会員：７０団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 
FAVA ワンヘルス福岡オフィス 
業務課 久保田 

 〒810-0001  福岡市中央区天神 1-1-1 
 アクロス福岡 13 階 
 

TEL：092-791-1306 
FAX: 092-791-1307 



 

令和 6 年 3 月 13 日 13:00 発表 
 

令和６年３月13日 

日本獣医師会プレスリリース 
報 道 機 関 等 各位 

 

「世界獣医師会次期会長への就任」 
藏内勇夫日本獣医師会会長が日本人で初めて世界獣医師会次期会長に就任 

 
公益社団法人 日本獣医師会 

 

 

世界獣医師会（WVA）は本年２月に２年に１度の「次期会長」の選挙を

実施しました。当選者は次期会長、会長、前会長としてそれぞれ２年間、

計６年間の任期を務めます。藏内氏は日本人で初めて次期会長に当選し、

４月16日に南アフリカで開催されるWVA総会で正式に次期会長に就任い

たします。 

 

WVAは 1959年（前身の団体は1853年から活動）に設立されました。70

カ国・地域の獣医師会や獣医学会が加盟する獣医師会の団体です。WVA戦

略計画（2020－2025）を策定し、ワンヘルス・獣医学教育・動物福祉・動

物用医薬品管理を優先課題として活動しております。 

 

現役員は、ラファエル・ラガンス会長（スペイン：元欧州獣医師会連盟

会長）、ジョン・デ・ヨン次期会長（米国：元米国獣医師会会長）ら17名

です。 

 

（参考）藏内氏の国内外獣医師会長としての経歴 

 H25年（2013）～ （公社）日本獣医師会会長 

 R４年（2022）～ アジア獣医師会連合（FAVA）会長 

 

 

 

［問合先］ 

 公益社団法人日本獣医師会 事務局 

 担当：伏見 

 電話：03-3475-1601 

 



次期世界獣医師会長決定 藏内会長コメント 

 

 

これまで、アジア獣医師会連合の会長として、アジア、オセアニア地域を中心に

活動する中で、次なる人獣共通感染症の発生の可能性が高い地域の一つがアジ

アであると痛感した。 

今回の世界獣医師会長選挙に際しては、アジア各国から、ぜひ、私がこれまで行

ってきたワンヘルスを世界に広めてほしい、という強い要望を受け、世界獣医師

会職を目指すこととした。 

 

今後、私は、世界獣医師会の次期会長、会長、直前会長として役割を果たしてい

くことになる。 

貧困、経済格差の解消こそがワンヘルスの原点であり、これをなくして地球を救

うことはできない。 

今、世界が直面している地球温暖化、森林破壊などの深刻な環境問題は、全て人

間の仕業である。このかけがえのない地球を未来の子供たちに確実に引き継ぐ

ためにも、私の人生をかけて、世界においてワンヘルスを進めてまいる。 

 


